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連
合
鹿
児
島
は
、
８
月
29
日
（
水
）
に

県
労
働
者
福
祉
会
館
で
第
33
回
（
臨
時
）

地
方
委
員
会
を
委
員
38
人
、
特
別
委
員
9

人
出
席
の
下
、開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
事
は
、
森
田
前
会
長
の
辞
任

に
伴
う
役
員
補
充
選
挙
の
み
で
あ
り
、
会

長
に
下
町
和
三
（
国
公
総
連
）、事
務
局
長

に
日
高
実
禎
（
情
報
労
連
）
を
選
出
し
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
下
町
会
長
か
ら
、「
連
合
鹿
児

島
の
取
り
組
み
へ
の
結
集
」
と
「
来
る
県

議
会
議
員
選
挙
」
な
ら
び
に
「
第
25
回
参

議
院
議
員
選
挙
」
の
勝
利
を
訴
え
た
後
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
締
め
く
く
り
、委
員
会

を
閉
会
し
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
は
、「
労
働

運
動
」「
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
」
に
対
す
る

理
解
活
動
の
一
環
と
し
て
、次
世
代
人
材
育
成

研
修
会
を
9
月
1
日
（
土
）、パ
レ
ス
イ
ン
鹿

児
島
で
開
催
し
、次
世
代
層
を
中
心
に
、総
勢

68
人
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、労
福
協
の
運
動
方
針
で
あ
る
、

「
多
重
債
務
対
策
」「
自
殺
防
止
対
策
」
を
テ
ー

マ
に
学
習
し
ま
し
た
。

　
講
演
は
、
九
州
財
務
局
鹿
児
島
財
務
事
務

所
専
門
調
査
員
の
德
納
千
鶴
氏
を
講
師
に
お

招
き
し
、「
金
融
関
連
ト
ラ
ブ
ル
対
処
法 

～
今

回
は
、多
重
債
務
と
特
集
詐
欺
」
と
題
し
て
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
、多
重
債
務
に
関
す
る
施
策
や

多
重
債
務
に
陥
る
原
因
、債
務
整
理
の
あ
り
方

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
多
重
債
務
に
陥
る
原

因
と
し
て
、①
無
計
画
な
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
に
よ
る
買
い
物
、②
収
入
の
減
少
、③
ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
、④
友
人
、知
人
に
頼
ま
れ
て

の
連
帯
保
証
人
・
名
義
貸
し
な
ど
が
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
な
お
、自
殺
者
に
お
い
て
は
、平
成
29
年
度

の
自
殺
者
は
２
１
，３
２
１
人
と
な
り
対
前
年

比
５
７
６
人
（
約
２.
６
％
）
の
減
少
で
あ
り
、

平
成
22
年
以
降
、8
年
連
続
で
減
少
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
多
重
債
務
と
の
関
係
で
は
、平
成

29
年
は
６
５
６
人
で
あ
り
、全
自
殺
者
に
占
め

る
割
合
は
３.
１
％
と
な
っ
て
お
り
、平
成
25
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連合鹿児島第33回(臨時)地方委員会

下町会長(中央)と日高事務局長(左)

熱心に聞きいる研修生

　
今
年
は
夏
前

か
ら
、
命
に
関

わ
る
暑
さ
、
豪

雨
、
地
震
、
台

風
と
こ
れ
ま
で

の
感
覚
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
災

害
が
相
次
い
だ
。
こ
こ
数
年
と
い

う
か
そ
れ
よ
り
少
し
前
か
ら
何
か

が
違
う
と
い
う
感
覚
だ
。「
災
害

は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
か

ら「
災
害
は
必
ず
来
る
」へ
変
わ
っ

た
▼
た
だ
、
気
に
な
る
の
は
、「
ま

ず
は
自
分
で
生
き
残
れ
」
が
付

く
。
な
ん
だ
か
自
己
責
任
論
。
天

災
か
人
災
か
。「
想
定
外
」
で
は

片
付
け
ら
れ
な
い
。
備
え
に
よ
っ

て
は
助
か
っ
た
生
命
も
あ
っ
た
の

で
は
と
の
思
い
が
あ
る
▼
災
害
に

限
ら
ず
日
常
が
崩
れ
る
こ
と
は
想

像
し
た
く
な
い
し
、
自
分
だ
け
は

大
丈
夫
だ
と
思
い
が
ち
だ
。
し
か

し
、
事
故
や
病
気
、
リ
ス
ト
ラ
な

ど
で
暮
ら
し
が
立
ち
い
か
な
く
な

る
危
険
は
そ
こ
か
し
こ
に
潜
ん
で

い
る
▼
自
助
、
共
助
、
公
助
と
い

わ
れ
る
が
、
ま
ず
は
、
自
助
に
役

立
て
る
た
め
の
情
報
や
知
識
を
習

得
し
、
地
域
や
職
場
で
共
助
で
き

る
防
災
や
労
働
政
策
が
あ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
と
は
言
っ
て
も
民

の
声
を
聴
か
な
い
政
権
が
続
く
日

本
で
は
、
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
自

助
と
共
助
か
。
そ
れ
な
ら
、
協
同

の
力
で
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
効

い
た
安
心
社
会
を
創
っ
て
し
ま
お

う
。

年
以
降
ほ
ぼ
横
ば
い
の
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
29
年
の
特
殊
詐
欺
被
害
は
、「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」
と
「
架
空
請
求
詐
欺
」

の
二
つ
の
手
口
で
全
体
の
8
割
近
く
を
占

め
て
い
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
８
，４
９
６
件
（
対
前

年
比
47·

７
％
増
）、架
空
請
求
詐
欺
５
，

７
５
４
件
（
対
前
年
比
53·

７
％
増
）
で
、

認
知
（
警
察
に
届
け
出
が
あ
っ
た
も
の
）

被
害
額
は
約
３
９
４·

７
億
円
と
驚
く
べ

き
金
額
で
し
た
。
こ
の
う
ち
鹿
児
島
県

の
認
知
件
数
１
０
０
件
、
認
知
被
害
額

約
2
億
１
，１
７
０
万
円
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
私
た
ち
誰
も
が
、多
重
債
務
に
陥
る
危

険
や
、特
殊
詐
欺
に
遭
う
危
険
が
な
い
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

　
日
頃
か
ら
生
活
設
計
に
気
を
付
け
て

お
く
こ
と
や
、特
殊
詐
欺
へ
の
対
策
な
ど

知
識
と
し
て
覚
え
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
次
世
代
人
材
育

成
研
修
会
に
際
し
、ご
講
演
い
た
だ
い
た

講
師
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

「2018年度　次世代人材育成研修会」
～多重債務対策・自殺者防止対策について学ぶ～
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つかえる
『カーライフローン・教育ローン』

キャンペーンはじまる!!

ろうきん「教育ローン」の利息を一部補助しています!!      労福協

　
10
月
10
日
（
水
）、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
南
日

本
放
送
の
番
組
「
ひ
る
か
ご
」
に
鹿

児
島
支
店
の
前
門
正
俊
職
員
に
加
え

て
ツ
カ
エ
ル
さ
ん
が
飛
び
入
り
出
演

し
、「
カ
ー
ラ
イ
フ
ロ
ー
ン
・
教
育

ロ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て

告
知
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
２

０
１
８
年
10
月
1
日
か
ら
２
０
１
９

年
4
月
30
日
ま
で
の
期
間
中
、
カ
ー

ラ
イ
フ
ロ
ー
ン
（
保
証
料
込
み
で
年

１
·
９
％
～
最
大
１
，０
０
０
万
円

ま
で
）、
教
育
ロ
ー
ン
（
保
証
料
込

み
で
年
２
·
０
％
～
最
大
２
，０
０

０
万
円
ま
で
、
変
動
金
利
は
20
年
返

済
可
）
の
「
特
別
金
利
」
で
お
申
し

し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
カ
ー
ラ
イ
フ
ロ
ー
ン
は
車
の
購
入

か
ら
免
許
取
得
、
修
理
・
車
検
費
用

　（
一
社
）
鹿
児
島
県
労
働
者
福

祉
協
議
会
で
は
、
県
内
の
ろ
う
き

ん
各
支
店
で
「
教
育
ロ
ー
ン
」
を

利
用
さ
れ
た
方
に
、
融
資
金
額
の

０·

５
％
を
利
子
補
給
（
利
子
補
給

率
は
毎
年
度
見
直
し
）
い
た
し
ま

す
。

　
利
子
補
給
対
象
者
は
、
①
鹿
児

島
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
、
ま

た
は
、
鹿
児
島
県
内
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
者
。
②
ろ
う
き
ん
の
教

育
ロ
ー
ン
利
用
者
。

※
利
子
補
給
は
、
毎
年
度
3
月
1

日
か
ら
8
月

末
日
ま
で
は

9
月
に
、
9

月
か
ら
翌
年

2
月
末
日
ま

で
は
同
3
月

に
お
客
さ
ま

の
ろ
う
き
ん

普
通
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

た
だ
し
、振
り
込
み
は
1
口
座
に
限

り
ま
す
。
今
年
度
9
月
の
振
り
込

み
は
、２
７
１
件
２
，４
８
１
，７
９

８
円
で
し
た
。

等
と
し
て
、
教
育
ロ
ー
ン
も
学
費
、

受
験
費
用
や
お
子
さ
ま
の
一
人
暮
ら

し
の
家
賃
、仕
送
り
費
用
等
と
し
て
、

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
ー
ン
で
他
金

融
機
関
か
ら
の
カ
ー
ラ
イ
フ
ロ
ー

ン
・
教
育
ロ
ー
ン
の
借
換
も
可
能
で

あ
り
、
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
教
育
ロ
ー
ン
で
は
限
度

額
内
（
最
大
２
，０
０
０
万
円
ま
で
）

で
あ
れ
ば
必
要
な
時
、
必
要
な
金
額

だ
け
お
借
入
が
で
き
る
便
利
な
「
教

育
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
型
」
も
お
薦
め
し

て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
24
時
間
仮

審
査
の
お
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
、
九
州
ろ
う
き
ん
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
お
近
く
の
〈
ろ
う
き
ん
〉

窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

リハーサル中の一コマ

緊張した面持ちで収録中の二人（？）

 

ろうきん「教育ローン」の利息を一部補助し

ています！！ 労福協 
 
（一社）鹿児島県労働者福祉協議会では、県

内のろうきん各支店で「教育ローン」を利用

された方に、融資金額の 0.5％を利子補給（利

子補給率は毎年度見直し）いたします。 
利子補給対象者は、①鹿児島県内に住所を

有する者、または、鹿児島県内の事業所に勤

務する者。②ろうきんの教育ローン利用者。 
※利子補給は、毎年度 3 月 1 日から 8 月末日

までは 9 月に、9 月から翌年 2 月末日までは

同 3 月にお客さまのろうきん普通預金口座に

振り込みます。ただし、振り込みは 1 口座に

限ります。今年度 9 月の振り込みは、271 件

2,481,798円でした。 
詳しくは、県内のろうきん各支店まで 

 

 

いいネ！



（3） 労 働 金 庫 ☎ 099（225）2217 第 695 号第 695 号
2018年10月15日2018年10月15日

友
の
会
親
睦
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

霧
島
支
店
友
の
会

お
金
学
習
会

ろ
う
き
ん
加
世
田
支
店

　
ろ
う
き
ん
霧
島
支
店
友
の
会
は

9
月
12
～
13
日
、「
感
動
の
甑
島
、

西
海
岸
遊
覧
船
の
絶
景
と
甑
島
全

島
周
遊
」
と
し
て
友
の
会
親
睦
旅

行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
2
日
間
の
日
程
で
上
甑
島
、
中

甑
島
、
下
甑
島
の
３
島
全
て
を
周

遊
し
、
自
然
豊
か
な
島
の
風
景
を

楽
し
み
ま
し
た
。
今
回
の
旅
行
の

目
玉
は
、
観
光
船
「
か
の
こ
」
に

乗
船
し
て
の
甑
島
西
海
岸
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
。
東
シ
ナ
海
の
大
自
然
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
奇
岩
や
断
崖
が

多
く
、
雄
大
な
景
観
に
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
夜
は
黒
潮
で
育
っ
た
鮮

度
抜
群
の
豊
富
な
海
の
幸
を
堪
能

し
、
ま
た
、
地
元
の
ゴ
ッ
タ
ン
奏

者
の
演
奏
も
聴
き
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
ろ
う
き
ん
加
世
田
支
店
で
は
、

8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
自
治

労
鹿
児
島
県
職
員
労
働
組
合
川

辺
支
部
と
協
働
し
て
、
全
組
合

員
を
対
象
と
し
た
「
お
金
学
習

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
学
習
会
は
、ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
問

題
学
習
会
な
ど
、
そ
の
時
代
に

合
わ
せ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
、組

合
員
の
皆
さ
ま
に
役
立
つ
、
ま

た
、生
活
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、「
生
活
の
設
計
に
向

け
た
財
形
貯
蓄
制
度
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
」、

「
生
活
の
改

善
・
防
衛
に
向

け
た
ツ
カ
え
ー

る
の
保
有
と
有

効
活
用
に
つ
い

て
」、「
カ
ー
ラ

イ
フ
ロ
ー
ン
・

教
育
ロ
ー
ン
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
予
告
に
つ
い

て
」
を
各
職
場

で
12
回
に
わ

た
っ
て
２
８
１

　
例
年
よ
り
多
い
33
人
の
参
加
者

が
今
回
の
旅
行
を
通
じ
、
島
の
歴

史
を
知
り
、
自
然
を
楽
し
み
な
が

ら
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

西海岸の断崖

瀬尾観音三滝

人
に
参
加
い
た
だ
き
、
行
い
ま
し

た
。

　
学
習
会
で
は
、
財
形
貯
蓄
と
昨

年
1
月
か
ら
加
入
対
象
者
が
拡

が
っ
た
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
と

併
用
し
た
退
職
後
の
資
産
形
成
の

必
要
性
と
、銀
行
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
の

現
状
と
ろ
う
き
ん
の
商
品
に
借
り

換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
処
分
所

得
の
向
上
を
図
る
こ
と
の
重
要
性

を
学
習
す
る
い
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
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～
被
災
受
付
・

　
　 

連
絡
先
～

２
０
１
９
年
２
月
３
日
（
日
）
開
催
！　

全
労
済
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」
組
合
員
様
８
０
０
名 

無
料
ご
招
待
！

台
風
24
号
被
害

お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す

　
鹿
児
島
県
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合
は
２
０
２

０
年
３
月
23
日
に
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
予
定
で
す
。

　
創
立
60
周
年
に
む
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
組
合

員
の
皆
さ
ま
へ
日
頃
の
感
謝
を
こ
め
て
、ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
公
演
を
開
催
し
、組
合
員
様
８
０
０
名
を
無
料
で
ご

招
待
い
た
し
ま
す
。

　
申
込
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、下
記
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
な
お
、申
し
込
み
の
締
め
切
り
は
２
０
１
８
年

12
月
７
日
（
金
）
必
着
と
し
て
お
り
、
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　
9
月
29
日
～
30
日
に
か
け
て
鹿
児
島
県
内
に
接
近
し
た
台
風
24
号
の
被
災

対
応
に
つ
い
て
、
現
在
一
日
も
早
い
生
活
復
旧
に
む
け
て
、
共
済
金
の
お
支

払
い
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
台
風
被
害
に
よ
る
ご
自
宅
の
損
壊
や
お
車
の
被
害
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

全労済住宅損害受付センター
0120-131-459（受付:24時間365日）
※電話が集中しており、つながりにくいことがあります。

お車の被害に関する受付・お問い合わせ
0120-0889-24（受付：24時間）
※ホームページによる受付も行なっています。
全労済ホームページ　https://www.zenrosai.coop

住まいる共済お支払いにあたって
風水害の被害は、住宅の損害が10万円を超える場合から支払いの対象とな
ります。また、風水害により、付属建物・付属工作物に10万円を超える被害
があった場合は、火災共済の住宅契約に20口以上加入していれば「付属建
物等風水害共済金」の支払対象となります。さらに、自然災害共済大型タイ
プに加入していれば「付属建物等特別共済金」も合わせてお支払いします。
※付属建物・付属工作物・・・物置・納屋・車庫・門・塀・垣・カーポー
トなど

【申込方法】
■�郵送
　右記必要事項①～⑤を封書か官製ハガキに記入
　いただき、下記まで郵送にてご応募ください。
■インターネット
　全労済鹿児島推進本部のホームページからご応
　募ください。
　※「全労済鹿児島」で検索してください。
■発表(入場券の発送)
　入場券の発送をもって発表とかえさせていただ
　きます。
　※応募者多数の場合は抽選となります。
　※入場券の発送は2019年1月中旬以降を予定し
　　ています。

【必要事項】
①共済契約者のご氏名(フリガナ)と年齢
②契約者のご住所とお電話番号
③申込人数　※契約者を含む５名まで
④同伴者・全てのご氏名(フリガナ)と年齢
⑤加入している共済名

【注意事項】
※本ミュージカルは全労済の組合員および同居の
ご家族（４歳以上）を対象としております。

※３歳以下のお子さまのご入場はご遠慮いただい
ております。

※当日の席は全席指定となります。
※４歳以上のお子さまでも座席が必要ですので
必ずお名前をご記入ください。

日
時
：
２
０
１
９
年
2
月
3
日
（
日
）

　

開
場
13
時
30
分　

開
演
14
時
00
分　

終
演
15
時
40
分

会
場
：
宝
山
ホ
ー
ル
（
鹿
児
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）

入
場
料
：
全
労
済
組
合
員
様
８
０
０
名
入
場
無
料

申
込
締
切
：
２
０
１
８
年
12
月
7
日
（
金
）
必
着

【お問い合わせ・申込先】全労済鹿児島推進本部 文化フェスティバル受付係
〒892-0835　鹿児島市城南町7-28　
ＴＥＬ099-226-6054　[受付時間]平日10時～16時(土日・祝日は休業)
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共
済
掛
金
証
明
書
の
ご
案
内
と
年
末
調
整
に
関
し
て

２
０
１
8
年
10
月
中
旬
～
11
月
に
か
け
て
、
全
労
済
よ
り

｢

共
済
掛
金
証
明
書｣

を
ご
案
内
す

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。｢

共
済
掛
金
証
明
書｣

は
、｢

年
末
調
整｣

に
関
わ
る
重
要
な
証

明
書
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■共済金掛金証明書の再発行を希望する場合

　　マイページサービスにご登録いただくと「生命・地震保険料控除対象共済掛金証明書」の 再発行申請ができます。
　　もしくは、「全労済お客様サービスセンター」までお電話ください。

■職場の労働組合や社員会等を通じてご加入の方

　　職場の労働組合や社員会などの団体を通じてご加入いただいた「団体生命共済」「団体年金共済」などについては、
　所属団体の窓口にお問い合わせください。

　｢

共
済
掛
金
証
明
書｣
と
は
、
1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
掛
金
を
お
支

払
い
い
た
だ
い
た
契
約
に
つ
い
て
発
行
さ
れ
る
証
明
書
で
す
。

　｢

共
済
掛
金
証
明
書｣

を
お
受
け
取
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
ら
、
勤
務
先
か

ら
渡
さ
れ
る｢

保
険
料
控
除
申
告
書｣
に
添
付
し
て
、
勤
務
先
へ
ご
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
者
な
ど
は
、
確
定
申
告
の
際
に
税
務
署
に
提
出
し
、
控
除
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
勤
務
先
は
、
従
業
員
に
給
与
を
支
払
う
際
に
所
得
税
の
天
引
き
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
1
年
間
の
収
入
や
所
得
が
確
定
し
な
い
う
ち
に
、
み
な
し
で

税
金
を
徴
収
す
る
た
め
、
本
来
そ
の
人
が
１
年
間
に
納
め
る
べ
き
税
金
と
、

そ
の
年
の
１
年
間
に
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
の
合
計
額
に
過
不
足
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

　
そ
こ
で
勤
務
先
は
、
1
年
間
に
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
の
合
計
額
と
、
そ

の
人
が
1
年
間
に
納
め
る
べ
き
本
来
の
所
得
税
の
金
額
の
過
不
足
額
を
精
算

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
年
末
の
給
与
支
払
い
時
期
に
「
年
末
調
整
」
を
行
い

ま
す
。

　
前
述
の
「
共
済
掛
金
証
明
書
」
は
、
そ
の
際
に
用
い
る
大
切
な
資
料
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
共
済
掛
金
は
、

｢

生
命
保
険
料
控
除｣

や｢

地
震
保
険
料
控
除｣

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

る
た
め
、
年
末
調
整
の
際
に
手
続
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

共
済
掛
金
証
明
書
と
は

年
末
調
整
と
は

全労済お客様サービスセンター
0120-00-6031

※電話番号のおかけ間違いにご注意ください。
※自動音声でご案内後、担当者におつなぎします。

受付時間　平日9：00～19：00
土曜9：00～17：00
(日曜・祝日・年末年始を除く)

保険料控除に関するお問い合わせ
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に
は
機
能
し
て
い
た
け
れ
ど
現

在
は
う
ま
く
機
能
し
な
く
な
っ

た
部
分
を
見
定
め
、
別
れ
を
告

げ
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
自
分
に
な
り
た
い
か
を
考

え
、
足
り
な
い
も
の
、
必
要
な

も
の
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
分
か
れ
ば
、
手

に
入
れ
る
た
め
の
具
体
的
な
作

業
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
努
力
の
過
程
で
人
は
成

長
し
、
傷
が
癒
や
さ
れ
、
新
た

な
自
分
を
獲
得
し
ま
す
。

　
失
敗
や
別
離
、
喪
失
は
悪
い

こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

古
い
も
の
や
執
着
を
手
放
し
新

し
い
自
分
を
つ
く
る
機
会
で
も

あ
る
の
で
す
。
人
は
「
現
在
の

自
分
」
に
必
要
な
い
も
の
を
持

ち
続
け
、
そ
の
た
め
に
多
く
の

ス
ト
レ
ス
を
背
負
い
込
ん
で
い

ま
す
。
つ
ら
い
こ
と
が
起
き
た

時
こ
そ
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ビ
ル
ド
の
チ
ャ
ン
ス
。
身

軽
に
な
っ
て
初
め
て
新
し
い
可

能
性
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
心
理
療

法
は
こ
の
作
業
を
手
伝
う
た
め

の
も
の
。
う
ま
く
自
分
を
立
て

直
せ
な
い
時
は
プ
ロ
の
力
を
借

り
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
の

専
門
職
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
臨

床
心
理
士
）
な
の
で
す
。

方
針
で
す
。

　

大
手
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
な
ど

で
は
、
啓
発
の
取
り
組
み
と
し
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
を
廃
止

す
る
動
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ろ
う
き
ん
カ
ー
ド
は
と
て
も
助
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｎ
P
Ｏ
助
成
や
低

利
の
奨
学
金
の
返
済
融
資
な
ど
、
市

民
・
労
働
者
目
線
の
取
り
組
み
・
商

品
に
は
、頭
が
下
が
り
ま
す
。

　
今
後
も
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
開

発
・
展
開
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　
若
い
頃
に
屋
久
島
登
山
（
宮
之
浦

岳
）
で
屋
久
島
を
訪
れ
た
時
に
、
大

自
然
の
壮
大
さ
に
深
い
感
銘
を
受
け

た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
い
つ
か

ま
た
…
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　
６
９
３
号
の
「
前
向
き
に
生
き
る

コ
ツ
」
で
、“
リ
ソ
ー
ス
〟
に
つ
い
て
の

話
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

　
少
し
視
点
を
変
え
る
こ
と
で
、前
向

き
に
生
活
し
て
い
け
る
な
と
感
じ
ま
し

た
。

（
出
水
市
・
男
性
）

　
奄
美
は
台
風
で
停
電
に
な
り
、
復

旧
に
丸
一
日
か
か
り
大
変
で
し
た
。
自

然
の
怖
さ
を
体
感
し
て
い
ま
す
。
今

回
も
夕
方
４
時
〜
翌
日
の
４
時
ま

で
ク
ー
ラ
ー
の
な
い
生
活
で
夜
も
眠

れ
な
か
っ
た
の
で
、「
電
気
の
あ
り

が
た
さ
」を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

（
奄
美
市
・
女
性
）

　
ク
イ
ズ
番
組
に
影
響
さ
れ
て
、

謎
解
き
に
ハ
マ
っ
て
い
る
ミ
ー

ハ
ー
な
私
で
す
。

　
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
「
ろ
う

ふ
く
き
ょ
う
ク
イ
ズ
」
を
や
っ
て

み
る
と
結
構
面
白
い
！

　「
労
働
者
福
祉
だ
よ
り
」
は
所

内
で
回
覧
し
て
い
る
の
で
、
周
り

の
人
と
も
一
緒
に
楽
し
め
て
一
石

二
鳥
で
す
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　
不
採
算
の
部
門
や
老
朽
化

し
た
店
舗
を
整
理
す
る
の
が

ス
ク
ラ
ッ
プ
（
取
り
壊
す
）。

新
た
な
部
門
や
店
舗
を
開
く

の
が
ビ
ル
ド
（
建
設
す
る
）。

ニ
ー
ズ
や
客
層
の
変
化
に
対

応
し
、
効
率
と
利
益
率
を
上

げ
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
こ
れ
は
人
の
心
に
も
当
て

は
ま
り
ま
す
。
自
己
の
成
長

は
ま
さ
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア

ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
繰
り
返

し
。
人
は
失
敗
や
喪
失
に
出

会
っ
た
時
、
心
の
一
部
分
が

壊
れ
、
立
て
直
し
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
工

程
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
過
去

新しいビジネス用語から
学ぶ心理学

前向きに生きるコツ

⑭スクラップ・アンド・ビルドで成長する心

海のプラスチックごみ
　

海
に
捨
て
ら
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
そ
の
フ
タ
、レ
ジ
袋
な
ど
の
こ
と
。

　

水
に
溶
け
な
い
ま
ま
海
を
漂
う
こ

れ
ら
の
ゴ
ミ
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
や
ア
ザ

ラ
シ
を
大
量
に
窒
息
死
さ
せ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
砕

け
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
魚
の
体
内
に

入
る
と
、
そ
れ
を
食
べ
る
人
体
に
も

悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ゴ
ミ
の
削
減
の
た
め
、

Ｇ
７
（
先
進
７
カ
国
首
脳
会
議
）
で

は
「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
憲
章
」
を

採
択
。
日
本
の
環
境
省
も
こ
の
数
値

目
標
を
今
後
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る

読
　
者

か
ら
の

声

231

ニュース・
ワード

臨床心理士　山藤奈穂子
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女
性
委
員
会
主
催
・
北
薩
地
域
労

福
協
共
催
で
「
平
和
の
つ
ど
い
」
を

８
月
25
日
（
土
）、
薩
摩
川
内
市
の

九
州
労
働
金
庫
川
内
支
店
で
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
25
人
。

　
女
性
委
員
会
で
は
、
毎
年
こ
の
時

期
に
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う

た
め
に
講
演
会
を
企
画
し
て
い
ま

す
。

　
今
年
は
、
政
治
の
観
点
か
ら
、
前

衆
議
院
議
員
の
野
間
た
け
し
氏
を
講

師
に
招
き
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
明
治
維
新
１
５
０
年
と
平
和
」

と
題
し
て
、
明
治
以
降
１
５
０
年
の

戦
争
の
歴
史
や
、
現
在
の
安
倍
内
閣

　
奨
学
金
問
題
相
談
員
養
成
研
修
会

（
東
京
会
場
）
が
、
9
月
27
日
に
開

催
さ
れ
、
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
全

国
か
ら
40
人
の
参
加
が
あ
り
、
奨
学

金
問
題
対
策
全
国
会
議
事
務
局
長
の

岩
重
弁
護
士
か
ら
、
奨
学
金
相
談
の

受
け
方
に
つ
い
て
、
制
度
関
係
か
ら

法
的
な
も
の
、
解
決
方
法
ま
で
、
か

な
り
専
門
的
な
講
義
が
あ
り
、
実
際

に
相
談
を
受
け
る
参
加
者
全
員
が
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
奨
学
金
問
題
は
、
私
た
ち
の

運
動
の
成
果
で
、
２
０
１
７
年
に
給

付
型
奨
学
金
等
が
導
入
さ
れ
ま
し
た

が
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
す
ぎ
て
十
分
な

制
度
で
は
な
い
こ
と
や
、
現
在
、
返

　
県
退
職
者
団
体
連
合
は
９
月
14
日
、

南
国
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
県
退
連

ゴ
ル
フ
の
集
い
を
開
催
し
、８
チ
ー
ム

29
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
残
暑
が
残
る
も
の
の
絶
好

の
ゴ
ル
フ
日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）
6
月

28
日
か
ら
7
月
8
日
か
け
て
、
西
日

本
を
中
心
に
北
海
道
や
中
部
地
方
な

ど
全
国
的
に
広
い
範
囲
で
記
録
さ
れ

た
台
風
7
号
お
よ
び
梅
雨
前
線
等
の

影
響
に
よ
る
集
中
豪
雨
（
西
日
本
豪

雨
）
で
は
、
多
く
の
地
域
で
河
川
の

氾
濫
や
浸
水
害
、
土
砂
災
害
が
発
生

し
、
死
者
２
０
０
人
を
超
え
る
甚
大

な
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　（
一
社
）
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉

協
議
会
で
は
労
働
者
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
を
通
じ
て
3
県
労
福
協
（
岡

山
県
、
広
島
県
、
愛
媛
県
）
へ
復
旧
、

復
興
支
援
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
被

災
地
に
お
き
ま
し
て
、
救
援
や
復
興

支
援
な
ど
の
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
方
々
に
深
く
敬
意
を
表
わ
す
と

と
も
に
、
皆
さ
ま
の
安
全
と
一
日
も

早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

参加者全員集合

「
明
治
維
新
１
５
０
年
と
平
和
」

北
薩
地
域
労
福
協

「
ゴ
ル
フ
の
集
い
」
を
開
催

県
退
職
者
団
体
連
合

「
平
成
30
年
7
月
豪
雨
」

（
西
日
本
豪
雨)

へ
の
対
応

に
つ
い
て

奨
学
金
問
題
相
談
員
養
成

研
修
会
に
参
加
し
て

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協

事
務
局
長　

外
山
浩
己

政治が果たす役割は大きい

相談員研修会の様子

済
に
苦
し
ん
で
い
る
多
く
の
人
た
ち

を
救
済
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い

現
状
に
あ
り
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、

全
国
の
労
福
協
の
取
り
組
み
と
し
て

各
地
域
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
安
心
ネ
ッ
ト
か
ご
し
ま
、
安

心
ネ
ッ
ト
姶
良
伊
佐
）
に
お
い
て
奨

学
金
返
済
に
悩
む
人
や
そ
の
家
族
を

対
象
に
10
月
か
ら
11
月
の
福
祉
強
化

月
間
に
相
談
体
制
を
作
っ
て
い
こ
う

と
検
討
し
て
お
り
、
一
人
で
も
多
く

救
済
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
集
い
は
、会
員
の
健
康
増
進
と

親
睦
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、80
歳
の

会
員
も
２
人
参
加
し
、
参
加
者
は
各

人
が
長
年
鍛
え
た
技
を
発
揮
し
よ
う

と
真
剣
に
、そ
し
て
楽
し
く
プ
レ
ー
し

な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
ビ
ー
ル
、焼
酎
、お
米
な
ど
豪

華
な
賞
品
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
団
体
の
部

優
勝
・
県
郵
政
退
職
者
会

二
位
・
農
水
省
県
退
職
者
の
会

三
位
・
県
職
員
退
職
者
会

　
個
人
の
部

優
勝
・
山
口
光
（
Ｊ
Ｔ
退
職
者
の
会
）

二
位
・
角
之
上

（
県
職
員
退
職
会
）

三
位
・
福
徳
勉
（
農
水
退
職
者
の
会
）

Ｂ
Ｇ
・
内
山
義
昭
（
郵
政
退
職
者
会
）

ニ
ア
ピ
ン
賞
　
８
本

に
お
け
る
防
衛
予
算
を
含
め
た
政

策
、憲
法
９
条
が
果
た
す
役
割
な
ど
、

政
治
の
重
要
性
を
含
め
た
平
和
の
尊

さ
に
つ
い
て
、
幅
広
い
内
容
で
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
近
代
国
家
形
成
時
に
お
け
る
負

の
遺
産
に
つ
い
て
、
沖
縄
の
在
日
米

軍
に
つ
い
て
、
日
米
地
位
協
定
の
課

題
に
つ
い
て
な
ど
多
く
の
意
見
が
出

さ
れ
、
平
和
を
考
え
る
有
意
義
な
時

間
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
種
子
法
廃
止
や
水
道
法

に
つ
い
て
講
師
よ
り
話
が
あ
り
、
理

解
を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

〔
支
援
金
額
〕

九
州
各
県
労
福
協

８
県
×
10
万
円
（
80
万
円
）

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
（
10
万
円
）

　
　
　
　
合
計
90
万
円

〔
支
援
先
〕

岡
山
県
、
広
島
県
、
愛
媛
県
の
各

労
福
協
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
30
万
円
の

支
援
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︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
６
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
紫
色
、漬
物
と
い
う
と

3
　
…
…
つ
き
、…
…
の
皮

4
　�

ウ
シ
と
ウ
サ
ギ
の
間
に
い
ま
す

6
　
ス
キ
ー
競
技
の
1
種
目

8
　
神
社
の
入
り
口
に
立
つ
の
は

9
　
Ａ
Ｉ

10
　
パ
ー
に
強
く
、グ
ー
に
弱
い

11
　
ウ
シ
や
ゾ
ウ
の
助
数
詞

12
　
故
さ
く
ら
も
も
こ
さ
ん
の

漫
画
「
…
…
ま
る
子
ち
ゃ

ん
」

14
　
升
…
…
、末
…
…
、指
定
…
…

16
　
釣
り
が
大
好
き
で
す

19
　
ハ
チ
公
は
忠
犬
、ラ
ッ
シ
ー
は

20
　
体
の
調
子
が
よ
い
こ
と
で
す

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
あ
の
2
人
は
犬
猿
の
…
…
で
す

２
　�

気
体
状
態
の
水
の
こ
と

３
　
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
学

習
書「
…
…
漢
字
ド
リ
ル
」

4
　�

3
回
あ
る
年
は
火
事
が
多

い
と
か
。
今
年
は
心
配
で
す

5
　
積
乱
雲
の
中
や
下
で
発
生

7
　
機
嫌
の
変
わ
り
や
す
い
人
の

こ
と
で
す
。
お
…
…
屋
さ
ん

8
　
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ロ
ニ
エ
の
仲

間
で
す
。
…
…
の
木

10
　
七
五
三
と
い
え
ば
、こ
れ

13
　
悪
い
く
せ
。
ま
た
例
の

…
…
が
始
ま
っ
た

15
　�

国
際
取
引
禁
止
で
す
。
ア
フ

リ
カ
で
は
密
漁
が
問
題
に

16
　�

め
で
た
い
イ
ネ
科
常
緑
植
物

17
　
中
国
最
古
の
王
朝
。
別
名

は
商

18
　
…
…
才
、…
…
人
、…
…
庸

答え
「ニトウリュウ（二刀流）」

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
柚
木
　
公
平	

肱
元
　
光
江

　
上
迫
田
　
靖	

今
村
　
大
地

　
徳
永
　
恵
子	

田
中
　
忠
夫

　
鶴
﨑
　
紫
織	

永
池
　
美
鈴

　
山
口
美
代
子	

中
島
　
博
信

　
宮
地
　
武
彦	

上
村
　
勝
行

　
野
村
　
あ
や	

大
野
　
勝
一

　
叶
　
　
秀
和	

大
城
戸
梨
江

　
渡
　
千
寿
子	

柳
元
　
秀
昭

　
加
治
佐
浩
幸	

河
野
　
竜
一

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
１
８
年
11
月

6
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00
　64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三
　
鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　
9
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
88

通
で
、
87
通
が
正
解
で
し
た
。
厳
正

な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。

＊九州ろうきんホームページアドレス
http://kyusyu.rokin.or.jp

＊全労済ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/


